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市場別連続第2部

(口)神戸新聞社無断転載複製および頒布は禁止します。

8
月
2
 
0
目
の
正
午
。
三
和
テ

ク
ノ
へ
神
戸
市
長
田
区
)
の
会

議
室
に
、
苦
手
社
員
ら
約
1
 
5
人

が
集
ま
っ
た
。
社
長
の
福
井
和

郎
(
了
1
)
と
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
約
1
時
間
半
語
り
合
う
昼

食
会
。
入
社
2
年
目
か
ら
4
0
歳

未
満
の
社
員
を
4
班
に
分
け
て

月
1
回
開
く
。

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

借
り
を
返
し
て
い
く
こ
と
だ
。

何
か
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
人
の
力
を
借
り
る
こ
と
を

恐
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
。
福
井
は

冒
頭
で
、
2
年
前
に
他
界
し
た

成
　
長

放
送
タ
レ
ン
ト
永
六
輔
の
言
葉

を
引
用
し
、
自
分
の
経
験
も
踏

ま
え
て
、
仕
事
に
通
じ
る
人
生

訓
を
伝
え
た
。

「
工
場
の
稼
働
が
落
ち
て
い

る
が
、
何
を
す
べ
き
か
」
「
上
司

の
意
見
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。

ど
う
し
た
ら
し
っ
か
り
発
言
で

き
る
か
」
。
社
員
が
次
々
に
質
問

し
、
福
井
は
一
つ
ず
つ
丁
蟹
に

答
え
て
い
っ
た
。
稼
駒
が
落
ち

た
と
い
う
工
場
に
は
後
日
足
を

運
び
、
従
讐
貝
と
話
し
合
う
場

を
持
っ
た
と
い
う
。

昼
食
会
を
始
め
た
の
は
7
年

半
前
。
当
時
、
同
社
で
自
動
車

部
晶
の
品
質
不
良
が
相
次
い
だ

の
が
き
っ
か
け
だ
。
手
作
業
の

多
い
製
品
の
注
文
が
舞
い
込

み
、
そ
の
後
に
受
注
量
が
増
え

て
繁
忙
を
極
め
た
。
余
裕
の
な

さ
が
品
質
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
。
ぎ
く
し
ゃ
く
し

た
雰
囲
気
を
変
え
よ
う
と
企
画

し
た
の
が
、
こ
の
会
だ
っ
た
。

「
鋤
き
方
」
 
「
新
分
野
開
拓
」
に
力

「
私
と
請
を
す
る
こ
と
で
、
会

社
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

狙
い
が
あ
る
」
と
話
す
。

題
　
　
　
　
□

福
井
は
こ
の
1
 
0
年
薬
、
鋤
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
入

れ
る
。
有
能
で
将
来
性
を
見
込

ん
で
い
た
若
手
社
員
が
辞
め
、

東
証
1
部
上
場
企
業
に
転
職
し

た
こ
と
に
心
を
痛
め
た
。
待
遇

占
ザ

部
品
メ
ー
カ
ー
三
和
テ
ク
ノ
固

㊧
昼
食
会
で
若
手
社
員
ら
と

語
り
合
う
福
井
和
郎
社
長

(
右
奥
)

㊦
改
善
提
案
に
対
し
、
福
井

社
長
へ
左
端
)
か
ら
奨
励
金

を
受
け
取
る
女
性
社
員
=
い

ず
れ
も
稗
戸
市
長
田
区
苅
藻

通
了
、
三
和
テ
ク
ノ

や
職
場
環
境
の
不
偏
を
理
由
と

す
る
退
職
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
目

標
を
掲
げ
た
。
年
間
休
日
を
1

2
3
日
と
手
厚
く
し
、
非
正
規

雇
用
を
正
聾
貝
に
順
次
転
換
す

る
。
「
一
人
で
も
多
く
の
人
と
、

一
日
で
も
長
く
働
く
」
と
の
思

い
が
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
で
従
業
員
を
削
減
す
る
動

き
が
広
が
っ
た
と
き
も
、
雇
用

を
維
絆
し
た
。

従
業
員
が
安
心
し
て
鋤
け
る

環
境
を
整
え
た
こ
と
で
、
業
績

は
右
肩
上
が
り
だ
。
1
 
8
年
9
月

期
の
売
上
高
は
初
め
て
3
0
億
円

の
大
台
を
超
え
、
本
業
の
も
う

け
を
示
す
営
業
利
益
も
過
去
最

高
を
見
込
む
。

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
た

投
資
も
怠
ら
な
い
。
中
心
的
な

役
割
を
担
う
の
か
約
的
年
前
に

設
け
た
研
究
開
発
室
だ
。
「
5
年

先
の
仕
事
づ
く
り
」
を
旗
印
に
、

会
社
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

の
布
石
を
打
つ
。
か
つ
て
O
A

機
器
大
手
か
ら
受
注
で
き
る
と

確
信
し
た
低
価
格
機
用
の
シ
ー

ル
材
を
他
社
に
奪
わ
れ
、
「
技
術

を
生
か
せ
て
い
な
い
」
と
痛
感
。

福
井
自
ら
が
「
第
1
号
研
竃
早

と
な
り
、
擾
秀
な
技
術
者
も
迎

え
入
れ
て
製
品
開
発
に
励
ん
で

きた。今
は
、
医
療
機
器
や
自
動
生

産
機
器
な
ど
新
し
い
分
野
へ
の

参
入
を
狙
う
。
無
数
の
糸
を
織

り
込
み
、
吸
収
力
の
あ
る
パ
イ

ル
生
地
の
特
性
を
応
用
.
潤
滑

油
を
含
ま
せ
て
工
作
機
械
な
ど

を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
「
グ
リ

ス
保
持
材
」
な
ど
を
大
手
メ
ー

カ
ー
と
開
発
中
だ
」
自
動
車
や

O
A
機
器
以
外
の
世
界
に
、
わ

れ
わ
れ
の
技
術
を
展
開
し
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

取
引
先
へ
の
改
善
提
案
を
通

じ
て
、
自
社
を
成
長
さ
せ
た
福

井
。
「
他
に
利
す
る
」
経
営
哲
学

は
従
業
員
の
車
に
確
実
に
根
付

い
て
い
る
。
　
　
(
敬
称
略
)

(
大
島
光
血
昌

=
第
2
部
お
わ
り
=

◇
第
3
部
は
、
ノ
リ
製
造
販
-

亮
の
「
鍵
庄
」
(
明
石
市
)
を
敬
一

り
上
げ
ま
す
。
今
月
下
旬
の
娼
-

載
予
定
で
す
。


